
令和４年２月１日から違反した船長に違反点数（２点）が課せられます。

 「船舶職員及び小型船舶操縦者法」により、小型船舶の船長が守らなけれ
ばならない遵守事項が定められています。

 小型漁船を含む小型船舶操縦免許証が必要な全ての小型船舶の乗船者
は、原則、ライフジャケットの着用義務があります。

 船長は違反点数２点（他人を死傷させた場合は５点）が課せられます。
 累積点数に応じて最大６ヶ月の業務停止処分を受けます。

◎小型船舶のライフジャケット着用ルール

暴露甲板に
乗船している者

【着用義務対象】

満12歳未満の子供 水上オートバイ乗船者
一人乗り漁船で
漁ろうに従事する者

【着用除外の例】

船室内にいる者 命綱を装着している者 船外で泳ごうとする直前の者

※例示以外にも着用除外等の対象になる要件があります。
詳しくは国土交通省のホームページを確認ください。

未着用ダメ！

 遵守事項違反点数

違反の内容 点数
他人を死傷
させた場合

酒酔い等操縦、自己操縦義務
違反、危険操縦、
見張りの実施義務違反

３点 ６点

ライフジャケット着用義務違反、
発航前の検査義務違反 ２点 ５点

 行政処分基準

違反の内容
過去１年以内の違反累積点数

３点 ４点 ５点 ６点

過去３
年以内
の処分
前歴※

無 （処分の対象外）
業務停止
１月

業務停止
２月

有
業務停止
３月

業務停止
４月

業務停止
５月

業務停止
６月

※処分前歴とは遵守事項違反に係る処分又は海難審判所の裁決による操縦免許に係る処分の前歴をいう。
※業務停止期間は船長として小型船舶の操縦はできません。
※有料の再講習を受講すれば免許停止期間を短縮することも可能です。

海の「事件・事故」は
海上保安庁につながる

１１８番
宮崎海上保安部（交通課）

〒887-0001 宮崎県日南市油津4丁目12－1 電話0987-22-3264



ライフジャケット着用義務のほかにも、次のような遵守事項があります。

酒酔い等操縦の禁止 免許者の自己操縦 危険操縦の禁止

見張りの実施 発航前の検査 事故時の人命救助

 毎年、小型船舶からの海中転落による事故が多く発生しています。
 ライフジャケット非着用者は、着用者に比べ死亡率は８倍以上です。
 家族や友人等を悲しませないためにもライフジャケットは必ず着用しましょう。

24

31

48

68

36

43

73%

29%
27%

70%

30% 33%

54%

71%

86%

66%

88% 91%

63%
61%

73%
68%

72%

79%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H28 H29 H30 R1 R2 R3

海中転落者 漁船等 プレジャーボート等 全体

（人）

生存者, 

166人, 95%

死者, 

9人, 5%

生存者, 

42人, 56%

死者, 

33人, 44%

（10月末現在）

＜小型船舶種類別ライフジャケット着用率、海中転落者数の推移＞

※棒グラフは、小型船舶からの海中転落者数を示す。
※折れ線グラフは、船舶種類別の海中転落者のライフジャケット着用率を示す。

着用者の
海中転落者数
１７５人

非着用者の
海中転落者数
７５人

海中転落者250人

○管内における小型船舶からの海中転落事故の発生状況（過去５年、令和３年10月末）

海の安全情報
全国各地の灯台等で観測し
た風向、風速などを提供

海の事故防止対策
海での事故防止に役立つ様々
な情報が掲載されています。


